近代教育からみた日光東照宮
－卒業論文中間発表－
4年　石田夢

1.はじめに
　日光東照宮はいわずと知れた徳川氏の廟墓であり、今日においても建築物としても世界遺産に登録されるなど高い評価を受けている。しかし、幕末・明治維新期においてはいわゆる「朝敵」の祖を神として祭る寺社であり、神仏分離令は東照宮を排斥するために出されたとの説も有った。にも関らず廃仏稀釈運動などの被害を受けずに当時の姿を今日に伝えている。
そのため、明治政府が日光東照宮（以下、東照宮と記す）をどのように評価していたのか、ということを通して明治政府からみた江戸幕府がどういった存在であったのかということを見出せるのではないかという問題意識から本稿は成っている。研究対象としては、地理教科書を扱う。その理由として、教育を通して政府が一般庶民にどのような東照宮像を与えようとしているのかが現われていると考えられること、江戸時代における東照宮に関する教育が、主に地理で行われたため、繋がりを持たせられるのではないかという考えに依る。
なお、参考文献としては原史料として主に東書文庫（1）所蔵の各教科書原本を参照したが、今回の引用部分は便宜上『日本教科書大系』を表記する。

2.江戸時代における地理教科書の記述
寺子屋では様々な地域の名所の紹介として寺社仏閣や名所を詣でるという形でそこまでの道中を記した「往来物」が現在でいう地理の教科書のような形で用いられていた。往来物は国尽型、地誌型、都路型、参詣型、特殊型があり日光は主に参詣型の中で用いられ、『日光拝覧文章』がある。

楊明門に随神あり。神慮をすヾしめ奉る八乙女の神楽は、とこしなへにうるはしく、すべての荘厳、画図といゝ、彫刻といゝ、その美麗なる事は、宇宙第一にして、たれか詞につくし得む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『日本教科書大系　往来編』第10巻地理二、P183）

宇宙第一という大げさな表現がとられていることから、幕府の霊廟であるということを差し引いてもこの時点で賞賛の対象であった。またこの往来物は多くの寺子屋で教科書として用いられていること、他の往来物などの教材で日光に関する記述はほぼ『日光拝覧文書』から引用されていることから一般庶民に対する東照宮に関する教育は、各地でほぼ一定の水準であったと考えられる。
　
3.地理教科書の記述

　以下の章では実際に地理教科書において東照宮がどのように記述されたかを見ていく。その中でただ東照宮に関する記述を抽出するのではなく、比較対照となる神社の記述も抜き出していく。今回は天皇の祖神を祭る伊勢神宮と、東照宮と同様に建築・風光明媚さで知られる厳島神社を比較対照とする。
以下、時系列順に記述を追う。

①『日本地誌略』師範学校編（2）（明治7年8月）
日光：日光山ハ、群山畳シテ、ソノ最高キ嶺ヲ、黒髪山トス、山中ニ湖水アリ、中禅寺湖ト称ス、其水、溢レテ、華厳ノ滝トナル（3）
伊勢神宮：内宮天照皇大神宮ハ、宇治ノ五十鈴川ノ上ニ在リ、外宮豊受大神宮ハ、山田ニ在リ（4）
厳島神社：島ハ、国ノ西海中ニ在リ、波ヲ隔テ玖玻ノ浦ト相対シ、殿廊壮麗、山水明媚ニシテ、陸前ノ
街島、丹後ノ天ノ橋立トヲ併セ、我邦ノ三景ト称ス（5）
全体的に簡潔な記述がなされている。日光は自然物の説明のみであり、東照宮には触れられていない。伊勢神宮も内宮、外宮の場所の記述のみに留まる。厳島神社のみ「殿廊壮麗」「山水明媚」など建築・風景に関する評価がなされている。
②『日本地誌要略』大槻修二編（明治10年6月）
日光：南麓ヲ日光トナス、東照宮ヲ奉祈セル処ニシテ、廟殿ノ結構ハ、金碧荘厳、実ニ、其美麗ヲ極メタリ（7）
伊勢神宮：垂仁帝二十五年、天照大神ヲ、大和ノ笠縫邑ヨリ、此国ノ宇治ニ奉遷シテ、皇大神宮ト称ス、是ヲ内宮ト言フ、其後、雄略帝二十二年、豊受大神ヲ、丹波ノ真名井原ヨリ、山田ニ遷シテ、外宮ト云フ（8）
厳島神社：厳島ハ、日本三景ノ一ナリ、其社殿ハ、平清盛ノ造営セシ処、崖ニ寄リ、水ニ架シ結構、最、
美麗ヲ尽クス、左右ニ長廊ヲ廻ラシ、潮、満ツレバ殿廊、皆、水上ニ浮ブガ如シ（9）
　学制発布後に、教科書において東照宮が紹介された最初の例である。ここでは厳島神社に「美麗ヲ尽クス」日光に「金碧荘厳、実に其美麗ヲ極メタリ」という共に「美麗」という評価がなされている。これは前述の『日本地誌略』が「大部分の内容が山や河川の記述であるために、乾燥無味であると批評された」（10）ことへの反省もあったと考えられる。
③『小学地誌』南摩綱紀編（明治13年3月）
日光：日光山ニ東照宮ノ社アリ。其壮麗日本第一ト称ス（11）
伊勢神宮：内宮ハ五十鈴川ノ上ニアリ。天照大神ヲ祀ル。外宮ハ山田ニアリ。豊受大神ヲ祀ル（12）
厳島神社：厳島ハ南海中ニアリ。市杵島姫ヲ祀ル。殿廊壮麗。景色桂絶。日本三景ノ一ナリ（13）
全体的に記述が簡素になっている。これは前述の3冊の教科書を圧縮した為である。その一方で日光に関しては特殊な記述がなされている。『日本地誌略』では日光山に関する記述のみで東照宮に関する記述はない。ところが記述量が全体に削減された『小学地誌』においては前述の日光の記述がある。京都・奈良において諸寺の記述を全て割愛している点からみて非常に特殊である。しかし徳川氏に関る記述は全て割愛されている。この点から考えて「壮麗日本第一」とあるのは信仰の対象としてではなく建物そのものへの評価であると推察される。伊勢神宮や厳島神社の記述は大きな変更はないため、この時期の教科書編纂の事情を調べる必要がある。また『小学地誌』は文部省刊行の教科書であり、また初めての体系的な教科書であったため、広く普及した。そのため当時明治に教育を受けた人々は『小学地誌』の記述をもって日光について学んだ人が多いと考えられる。
④『地理小学』　若林虎三郎　明治16・17年
日光：下野ノ日光ハ人口僅二三千ニ過ギザレドモ其ノ地ニ東照宮アルヲ以テ名アリ東照宮ハ即此ノ中ニ
在リテ数多ノ珠門金殿、麓ヨリ山腹ニ連ナリヌ其ノ傍ニ大鄭公ノ廟アリ（14）　
伊勢神宮：皇祖天照大神ノ宮アリ之ヲ内宮ト云ヒ又山田ﾉ少南ニ豊受大神ノ宮アリ之ヲ外宮ト云フ、此ノ
二宮ハ我ガ帝国中最モ尊敬スベキモノニシテ伊勢神宮ト称シテ年々諸国ヨリ来詣スルモノ陸
続絶エズ（15）
ここでは東照宮が日光の名所として初めて明記されている。それに対して伊勢神宮は単なる名所ではなく、信仰の対象としての重要度が強調されている。

⑤『日本地理小誌』　那珂通世 秋山四郎同編　中央堂　明治20年
日光：日光山は宇都宮をさること九里余、そのふもとに、家康公をまつれる東照宮の社あり。金銀をちりばめ、彩色をほどこし、そのうつくしきことたぐいまれなり（16）
伊勢神宮：天照大神の宮ありて、これを内宮といひ、山田に豊受の大神の宮ありて、これ　　を外宮といふ。わが國にて最うやまひ尊ぶ宮にして諸方より参詣にいくもの多し（17）
厳島神社：厳島神社の社は、岸にそひ、水にのぞみて、たてつらなり、潮のみつるときは、さながら水面に浮かべるがごとく、風景甚よろし （18）
東照宮が徳川家康を祭ることが明記されている。一方で信仰に関する記述はなく建物の美しさが強調されている。伊勢神宮は内宮、外宮ともに祀られる神の記述、信仰対象としての重要性が説かれている。
⑥『日本地理初歩』　学海指針社　編　集英堂 明治25年
日光：日光鉄道（割注二十五里）ニ乗リ、左ニ分レ、有名ナル日光ニ至ル、日光山ハ山深ク水清ク、閑静ノ地ニシテ、徳川家康及ビ家光ヲ祀ル社殿アリ、建築壮麗ニシテ、其結構日本第一ト称ス、夏時内外ノ遊人頗ル多シ（19）
伊勢神宮：山田ニ外宮アリ、宇治ニ内宮アリ、内宮ハ、天照大神ヲ崇メ祭ル所ナリ、我等ハ恭シク両宮に参拝ス、世ニ、伊勢参宮ト称シ、年々諸国ヨリ参リ詣ヅルモノ、常ニ絶エズ（20）
厳島神社：日本三景ノ一ナル厳島ニ参詣ス、社殿壮麗ニシテ、風景頗ル佳ナリ （21）
家光が東照宮に祭られていることが初めて述べられている。また、「有名ナル」「日本第一」「内外ノ遊人頗ル多シ」観光地としての評価が高い。伊勢神宮は「恭シク」と述べられ、一段上に置かれている。全体として今回対象としてあげた寺社仏閣の記述量が増えている。これは鉄道での旅行体をとるため、名所の記述が多くなったと考えられる。

⑦『小学校用　日本地理』　乙種　明治２６年１２月訂正再本
日光：日光ハ宇都宮ノ北方九里ノ処ニ在リ、徳川氏廟墓ノ地ニシテ、建築、壮観ヲ極ハメタリ、土地、高燥ニシテ山水ノ景色ニ富ミ、夏時、遊客多シ（22）
伊勢神宮：宇治ニハ天照大神ヲ祭レル内宮アリ、山田ニハ豊受大神宮アリテ之ヲ外宮ト曰謂ハユル伊勢参宮トハ、皆、此ノ両宮ニ詣ルナリ（23）
厳島神社：厳島ニハ厳島神社アリ、社殿ハ水涯ニ寄リ、潮水満ツレバ新田、廻廊、波間ニ浮カビテ最、美観ナリ （24）
ここでは日光の記述から東照宮の名称が削除されている。また、伊勢神宮も内宮、外宮の記述はあるが伊勢神宮の名称は記述されない。一方で出雲大社、厳島神社は名が明記されており基準は明確でない。　

⑧新定地誌　巻一　明治31年

日光：日光山は、宇都宮の北西にあり。その山麓にある社殿は、即ち徳川家康の廟にして甚だ、壮麗な
　　　　り（25）
伊勢神宮：宇治山田町は伊勢神宮のある地にして、宇治にあるを、内宮といひ、　　天照大神をまつる。山田にあるを、外宮といい豊受け大見神をまつる。内宮はわが皇室の宋廟にして其境内は広く且つ清らかなり（26）
厳島神社：厳島には、名高き厳島神社あり、故に宮島ともいふ。社殿壮麗にして切岸につくりかけたれば、満潮の時は、あたかも、海上に浮み出でたるが如し（27） 
東照宮の記述に関しては「東照宮」の名前が削除されたままとなり、形容詞が簡素になっている。一方で伊勢神宮・厳島神社に関しては記述が増えている。また伊勢神宮の境内の広さといった、建物土地に関する事項が述べられたのはこの段階ではじめて確認できた。

⑨小学地理　明治3１年　文学社編輯所編纂　

日光：日光に東照宮あり、金銀をちりばめて、建築、甚、美し。されば、諺にも「日光を見ぬうちは、結構といふな」とさへ伝へり（28）
伊勢神宮：宮川を渡り、宇治・山田町に達す。まづ外宮を拝し五十鈴川を渡りて内宮を拝す。木立年ふりたる中に昔のままの作りなる宮殿甚だ尊し。（29）
厳島神社：厳島あり、宮島ともいふ。潮来たれば、その宮殿、水上に浮かぶが如し日本三景の一たり（30）
　日本初の国定地理教科書である。 東照宮の名称は復活したものの、徳川氏に関する供述はなくなっている。一方で読本にある「日光を見ぬうちに結構というな」といった記述があり、他の教材との関連が見られる。同様に伊勢神宮に関しても天照大神などの記述はなくなり、寺社仏閣に関する記述が簡略化されている。
⑩『小学地理』　明治36年改訂版

日光：日光には、徳川家康をまつれる東照宮あり。建築。ほり物、はなはだ、美麗なり。（31）
伊勢神宮：宇治山田は、伊勢神宮の所在地にして、(挿絵無し) （32）
厳島神社：厳島神社ありて、景色、はなはだ、よし。 （33）
改訂前の『小学地理』に比べてより軍事面の記述が増え、各地の歴史や名所に関する記述や挿絵は減らされている。また、伊勢神宮の挿絵がはじめて省かれたにもかかわらず陽明門も挿絵は残されている点に注目したい。

⑪『尋常小学地理　児童用』文部省　明治41年 
日光：宇都宮の北西なる日光は社殿の壮麗なるを以て名高き東照宮のある所（34）
伊勢神宮：宇治山田は神宮の所在地なり。（35）
厳島神社：厳島あり、景色を以って著る （36）

第二期国定地理教科書である。 全体として、寺社仏閣の記述量は減らされている。伊勢神宮に関する記述も従来に比べてかなり減っているものの、これは概論で以前よりも日本国の成立が神話面から触れられているため、省かれたとも考えられる。反面、日光は記述量は多いものの、徳川氏の記述は削除され、「社殿の壮麗」さで有名であるとされ、信仰面は触れられていない。

⑫『尋常小学地理書　児童用』　文部省　大正7年　
日光：宇都宮の北西にある日光は、壮麗なる東照宮をはじめとし、景色すぐれたる中禅寺湖・華厳の滝などありて、自然の美と人口の美とをかね、その名内外に著る（37）
伊勢神宮：伊勢平野の南部には神宮のおはします宇治山田あり。（38）
厳島神社：広島湾内の厳島は風光の美を以って知られ、厳島神社の社殿・廻廊はあたかも海上に浮かべるの観あり（39）　 
尋常小学地理書は地理の授業時間数の増加に伴い、頁数が大幅に増えている。 特に増えた項目として、資本主義の発達にともない産業の項目が挙げられる。一方で各地方の由緒や独自性よりも、国勢・経済に重きが置かれている。そのため伊勢神宮に比べて国内だけでなく、外国からの観光客も多い日光・厳島神社の記述が多いと考えられる。 

⑬『尋常小学地理書』　文部省　昭和４年
日光：日光は有名な東照宮のある処で、自然の美と人口の美を兼ね、その名は外国へまでも 聞こえ（40）
伊勢神宮：宇治山田は神宮の所在地で（41）
厳島神社：島々の中、広島湾内の厳島は厳島神社があるので名高い（42）
⑭尋常小学地理書　文部省　昭和13年
日光：同上

伊勢神宮：宇治山田は神宮の在します処である（43）
厳島神社：同上 
尋常小学地理書は日本国内の記述に関しては前身の尋常小学地理書　児童用を踏襲している。最大の違いとしては「我が南洋委任統治地」という項目が加えられている点であり、帝国主義の高まりの影響が見られる。昭和4年版においては伊勢神宮が「神宮の在る」と記述されているのに対し、昭和１３年版では「神宮の在します」とされているのも同様の影響と考えられる。東照宮はやはり美しさが注目されている。
⑮初等科地理　文部省　昭和18年

日光：日光には中禅寺湖や華厳の滝などがあつて景色がよく、その上、東照宮の美しい社殿があって世界に有名です。（46）
伊勢神宮：宇治山田は神宮のおわしますところで、四時参拝者が絶えません。老樹高く茂る神路山のほとりにある神域の神々しさは、筆にもことばにもつくされません。（47）
厳島神社：名高い厳島神社のある厳島をはじめ、沿岸や島には史跡名勝の地がすくなくありません（48）
1941（昭和16）年４月、小学校は国民学校と名称を改め、「国民科」という新教科が発足した。従来の修身、国語、歴史、地理を統合したもので、「国民科歴史」、「国民科地理」などと呼ばれた。戦争と軍国主義に奉仕する目的を徹底して追究した教科書でありこれまでの地理教科書を大幅に転換させた。

東照宮は社殿の美しさのみに触れられている。厳島神社も同様に史跡名勝という記述に留まる一方で、伊勢神宮は記述量も多く、「参拝」「神々しさ」など皇祖を敬う記述がされている。
4.まとめ

　記述量の変化などはあるものの時代の変化にそって見られる傾向としては、国定教科書においては「徳川」が記述されない点である。また、東照宮を表す単語として一番多く用いられたのが「壮麗」という単語である点に注目したい。信仰対象としてよりも、社殿や風景の美しさに重点を置いて記述されている。これは伊勢神宮とは正反対であり、時代が下り、戦時下においてはより顕著になる傾向といえる。他方、厳島神社に関しては、教科書全体の傾向の一部としての記述の増減はあるものの、「風光明媚」の地としての記述が一貫している。これらの違いは一体どういったことから生まれたのかという点を今後追求していきたい。
おわりに‐今後の展望‐
　今後は今回までに集めた事例の背景事情を探っていきたいと考える。具体的には、教科書執筆者の歴史観、及び文部省内での教科書編纂に対する認識の変遷を辿っていくことで東照宮がどのように評価されていたのかという考察を深めていきたい。
　また、教科書などの政府側の認識だけでなく一般庶民の認識や高等教育の結果に関しても見ていきたい。具体的には明治41年7月31日の読売新聞朝刊3面「少女只一人日光に遊ぶ‐小学読本で日光の記事を見て」といった新聞記事（49）や、東京美術学校での授業（50）が、改修作業に与えた影響などを事例として扱い、卒業論文としての結論を出したいと考える。

　本稿の反省として、現時点までの研究成果を簡潔に纏めることを目指した結果、「論文」と言えるほどの密度を持たせられなかったことが挙げられる。今後はより流れと背景を重視した研究を行うことを目指し、結びとする。
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